
[ 普 及 奨 励 事 項

1  日 本 短 角種 の ま き牛 編 成方式 ( 1辞 1 0 0頭 )

1 背 景と特徴

亡き牛繁殖において種雄牛 1頭当たりの実用的な最多変配頭数の目安を把握し、その改善を

図った。

2 技 術の内容

1)日 本短角種繁殖雌牛の 1群 100頭編成に、種雄牛 1頭の亡と牛繁殖で約 910%の 受胎率の

確保が可能である。

2.)試験条件は次のとおりである。

まき牛繁殖の受胎成横
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放牧地面積 :1牧 区、人工草地 2～ 5れα、野草地 50～ 604C

放 牧 方法 :輪換放牧

まと牛期間 :人工革地 5/下 ～6/下 (5週 )

7/中 ～8/上 (3週 )

野革地 7/上
～7/中 (2週 )

5)ま き牛開始後、 4遇 目で約 70%が 受胎したが、明け 2オ牛は約40"で あった。また受

胎時までの平均発情回数は1455回であった。

まと牛期間の週別受胎経過 注 ()は 明け 2戒 牛
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受胎時亡での平均発1育回数

受胎時までの発晴回数  十
平均発jド青回数

1 . 5 5 回

( 1 . 9 4 )

()は 明け 2歳牛                    ,

4)植 雄牛の供用年令族界は個体差はあったもの、かなり高年令まで供用可能であらた。

供用種雑牛の年齢

52年

(10歳 )

注 015日 間 ②  55日 間 ()は 51、 52年 は同一年

5)種 雄牛の精液1生状は、まと牛開始被から5週目にかけて精液量、全構子数の低下がみられ

た。                                 、

体重推移は4遍 目までの成少が大きく終了時には15%の 減少
・であった。

供用種を整牛の精夜性状
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供用種維牛の体重推稚 (%)

年 次
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また編成頭数を減少すること。

7 0 頭 とする。
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注 49年 の使用開始時体重は、まき牛開始 15日 目から使用した
4才 牛を記載 した。

5 指 導上の留意点

4)初 経験の種難牛を供用ずる場合略、放牧馴致が
′必要である。

2)野 草地など広面積枚区のまき卒繁殖ほ建午撮募頭客を60～

5)改 良上から、程雑牛 2頭以上の編成は避ける。

4)近 親繁殖を進ける。

5)ビ ブ リオ病等の伝染桂生殖器病の予防に留意する。、

4 関 連試験課題名                    1

山地における集団肉用牛の繁殖方法の改善 (昭 48～ 52)

5 参 考資料

着手県畜産試験揚成績報告書 (昭 48～ 52)

日本短 角種 の明け 2才 種付

1 背 景と特徴

肉用牛の明け2才で紫殖にわヽ用することの可否が論ぜられてきたが、 こ こでは日本短角種の

出地集団育成牛を供用した試峡結果からその実用化の日安を明らかにした。

2 技 術の内容

1)違 左性、明けるオの分焼牛 (分焼率79.5%)の 4才時の連近率 は8叫 6%で あり、ま

た5才時にも休たはみられず、明けるオ
‐
分掬 モ転 t独駆亜とに対し出争要因とならない。
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